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特 集

―改正育児・介護休業法と今後の課題―

女
性
の
継
続
就
業
と
　６月 30 日に改正育児・介護休業法が施行された。労働力人口が減少しているにもかかわらず、依然として、
結婚・出産・育児を機に仕事を辞める女性は少なくない。また、親の介護を担う世代も増えるなか、就業を継
続しつつ、安心して育児や介護にかかわれるようなワーク・ライフ・バランス社会はどのように実現すべきな
のだろうか。特集では労働政策フォーラムでの企業の取り組みを踏まえた議論のほか、JILPT の調査・研究成
果などをもとに対応策を考える。

ワーク・ライフ・バランス

労働政策フォーラム

女性が働き続けることができる社会を目指して
　

わ
が
国
で
は
、
女
性
が
普
通
に
働
け
る
社

会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
、
育
児
・
介
護
休
業
法
等
女
性
の
就
業

に
関
わ
る
諸
法
律
の
制
定
・
改
正
を
行
っ
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
女
性
の
就
業
に
関
し
改

善
し
た
部
分
も
あ
っ
た
が
、
第
一
子
出
産
前

後
で
継
続
し
て
就
業
し
て
い
る
女
性
の
割
合

は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
と
い
う
報
告

も
あ
る
な
ど
、
ま
だ
充
分
な
状
況
で
は
な
い
。

六
月
三
日
に
開
か
れ
た
労
働
政
策
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
、
女
性
の
就
業
に
関
す
る
最
近
の
Ｊ

Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
の
研
究
成
果
を
報
告
す
る
と
と
も

に
、
女
性
が
結
婚
・
出
産
・
育
児
期
を
経
て

も
就
業
を
継
続
し
、
生
涯
を
通
じ
て
普
通
に

働
け
る
社
会
を
実
現
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う

な
制
度
・
支
援
が
必
要
か
、
行
政
・
研
究
者
・

企
業
の
現
場
の
視
点
か
ら
議
論
し
た
。

（
役
職
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
時
点
の
も
の
）
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本
日
は
「
今
後
の
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支

援
」
と
い
う
こ
と
で
、
現
在
政
府
で
進
め
て

い
る
両
立
支
援
策
の
背
景
や
今
後
の
施
策
な

ど
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

両
立
支
援
を
進
め
る
背
景
と
し
て
、
も
っ

と
も
重
要
な
の
が
少
子
化
問
題
だ
。昨
日（
六

月
二
日
）
発
表
さ
れ
た
二
○
○
九
年
の
合
計

特
殊
出
生
率
は
前
年
度
か
ら
横
ば
い
の
一
・

三
七
だ
っ
た
。
合
計
出
生
率
は
年
々
低
下
傾

向
に
あ
り
、
二
○
○
五
年
に
は
一
・
二
六
と

過
去
最
低
を
記
録
し
た
。
そ
の
後
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
の
効
果
も
あ
っ
て
、
上
昇
に
転
じ
、

一
・
三
七
で
足
踏
み
し
て
い
る
状
況
だ
。

　

こ
の
一
・
三
七
と
い
う
率
は
世
界
的
に
見

る
と
非
常
に
低
い
。
先
進
国
で
は
、
女
性
の

労
働
市
場
へ
の
進
出
が
進
む
と
、
い
っ
た
ん

出
生
率
が
下
が
っ
た
後
、
回
復
す
る
の
が
典

型
的
な
パ
タ
ー
ン
だ
。
欧
米
諸
国
の
中
で
も

フ
ラ
ン
ス
や
北
欧
で
も
同
様
の
動
き
が
み
ら

れ
、
出
生
率
が
二
近
く
ま
で
達
し
て
い
る
国

も
あ
る
。
一
方
、
日
本
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ

ア
で
は
非
常
に
出
生
率
が
低
く
、
こ
れ
ら
の

国
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
要
因
と
し
て
、
女

性
は
子
ど
も
が
小
さ
い
う
ち
は
、
家
庭
に
入

る
傾
向
が
強
く
、
労
働
市
場
に
止
ま
る
率
が

少
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
日

本
は
特
に
低
い
。

　

少
子
化
に
よ
り
人
口
減
少
が
進
む
と
、
特

に
若
い
層
、
労
働
力
と
な
る
層
が
減
っ
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
現
在
、
一
年
間
に
概
ね
一

○
○
万
人
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
い
る
が
、

推
計
に
よ
る
と
、
二
五
年
後
に
は
六
九
万
人
、

五
○
年
後
に
は
四
五
万
人
ま
で
減
少
す
る
。

こ
の
ま
ま
の
低
い
出
生
率
の
ま
ま
推
移
す
れ

ば
、
将
来
日
本
の
経
済
社
会
自
体
が
維
持
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
本
日

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
女
性
が

働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
」
の
実
現

が
必
要
だ
。

　

世
間
で
は
「
最
近
の
若
い
男
女
は
子
ど
も

を
産
み
た
が
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
言

わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
調
査
に
よ

れ
ば
、
実
際
に
は
若
い
人
の
九
割
以
上
が
将

来
結
婚
を
希
望
し
て
お
り
、
結
婚
後
は
二
人

以
上
の
子
ど
も
が
欲
し
い
と
い
う
人
が
多
い
。

こ
の
結
果
を
か
け
合
わ
せ
る
と
合
計
特
殊
出

生
率
は
一
・
七
五
に
は
な
る
は
ず
だ
。
し
か

し
、
実
際
の
出
生
率
は
一
・
三
七
で
こ
の
数

値
と
の
間
に
大
き
な
乖
離
が
あ
り
、
そ
れ
を

埋
め
る
必
要
が
あ
る
。

結
婚
や
出
産
・
子
育
て
を
め
ぐ
る

希
望
と
現
実
の
乖
離

　

い
ろ
い
ろ
な
調
査
の
分
析
結
果
に
よ
れ
ば
、

こ
の
乖
離
の
要
因
と
し
て
、
ま
ず
挙
げ
ら
れ

る
の
が
「
結
婚
の
壁
」
だ
。
収
入
が
低
く
、

非
正
規
な
ど
不
安
定
な
雇
用
の
男
女
の
未
婚

率
は
高
い
。
も
う
一
つ
の
要
因
が
「
出
産
の

壁
」
で
、
子
育
て
し
な
が
ら
継
続
就
業
で
き

る
見
通
し
を
立
て
に
く
い
と
い
う
こ
と
に
よ

る
も
の
だ
。
長
時
間
労
働
の
家
庭
で
は
出
産

確
率
も
低
い
。
特
に
注
目
し
て
い
た
だ
き
た

い
点
は
、
第
二
子
以
降
の
出
産
に
つ
い
て
は
、

夫
婦
間
の
家
事
・
育
児
の
分
担
度
合
い
が
大

き
く
影
響
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
と
く

に
男
性
の
家
事
・
育
児
の
分
担
度
が
高
い
家

庭
で
は
、
実
際
に
二
人
目
以
降
の
出
産
確
率

が
高
く
、
女
性
の
継
続
就
業
の
割
合
も
高
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
デ
ー
タ
で
み
る
と
、
出

産
前
に
職
に
就
い
て
い

た
女
性
の
う
ち
、
出
産

後
に
継
続
就
業
し
て
い

る
割
合
は
約
三
八
％
と

な
っ
て
い
る
（
図
１
）。

残
念
な
が
ら
、
こ
の
割

合
は
過
去
二
○
年
間
あ

ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

妊
娠
、
出
産
前
後
に

退
職
し
た
理
由
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、「
家
事
・
育

児
に
専
念
す
る
た
め
自

発
的
に
や
め
た
」
と
答

え
た
女
性
が
約
四
割
い

る
。
こ
う
し
た
方
は
ご

本
人
の
希
望
で
あ
る
の

で
よ
い
が
、問
題
は「
仕

事
を
続
け
た
か
っ
た
が
、

仕
事
と
育
児
の
両
立
の

難
し
さ
で
や
め
た
」
が

二
六
％
、「
解
雇
さ
れ
た
、

退
職
勧
奨
さ
れ
た
」
が

九
％
も
い
る
こ
と
だ
。

仕
事
と
育
児
の
両
立
が

難
し
か
っ
た
理
由
を
聞

基調報告

今
後
の
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援

定
塚
由
美
子　
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
職
業
家
庭
両
立
課
長

図１　女性の出産後の就業継続
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い
た
と
こ
ろ
、「
勤
務
時
間
が
あ
い
そ
う
も
な

か
っ
た
」「
職
場
に
両
立
支
援
す
る
雰
囲
気
が

な
か
っ
た
」「
自
分
の
体
力
が
も
た
な
そ
う
だ

っ
た
」「
育
児
休
業
を
取
れ
そ
う
も
な
か
っ

た
」
と
続
く
。
こ
う
し
た
状
況
の
要
因
と
な

る
も
の
を
解
消
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
本
当

は
継
続
就
業
し
た
か
っ
た
方
々
が
勤
め
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　

二
○
○
八
年
の
各
国
の
女
性
の
労
働
力
率

を
比
較
し
た
の
が
図
２
の
グ
ラ
フ
だ
。
日
本

の
女
性
の
労
働
力
率
は
Ｍ
字
カ
ー
ブ
を
描
い

て
い
る
。
こ
の
Ｍ
字
カ
ー
ブ
の
底
の
部
分
、

三
○
〜
三
四
歳
層
の
労
働
力
は
六
七
・
二
％
。

一
○
年
前
は
五
六
・
七
％
だ
っ
た
の
で
、
か

な
り
底
が
浅
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、

今
回
六
五
・
五
％
と
一
番
低
か
っ
た
三
五
〜

三
九
歳
層
も
一
○
年
前
は
六
一
・
五
％
だ
っ

た
の
で
、
四
ポ
イ
ン
ト
あ
が
っ
て
い
る
。
他

の
先
進
諸
国
も
か
つ
て
は
、
み
な
Ｍ
字
カ
ー

ブ
を
描
い
て
い
た
が
、
一
五
年
ほ
ど
前
に
す

で
に
解
消
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｍ
字
カ
ー
ブ
を
未
婚
と
有
配
偶
者
に
分
け

て
分
析
す
る
と
、
未
婚
の
ほ
う
は
五
年
前
か

ら
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
が
な
い
が
、
有
配
偶
者

は
労
働
力
率
が
か
な
り
上
が
っ
て
き
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
（
図
３
）。
一
○
年
ぐ
ら
い

前
は
Ｍ
字
カ
ー
ブ
の
底
が
上
が
る
要
因
は
結

婚
率
が
減
っ
て
、
未
婚
率
が
増
え
た
こ
と
に

よ
る
も
の
だ
っ
た
が
、
こ
こ
五
年
ぐ
ら
い
の

動
き
を
み
る
と
、
む
し
ろ
有
配
偶
者
が
働
い

て
い
る
こ
と
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

図
４
は
末
子
の
年
齢
別
に
母
親
の
労
働
力

の
推
移
を
表
し
た
も
の
だ
。
○
〜
三
歳
層
の

末
子
が
い
る
層
が
平
成
一
三
年
に
は
三
○
％

強
だ
っ
た
も
の
が
、
平
成
二
一
年
に
は
四
○

％
弱
ま
で
上
昇
し
て
お
り
、
妊
娠
・
出
産
後

も
就
業
を
継
続
す
る
女
性
が
増
え
、
あ
る
い

は
仕
事
を
辞
め
た
場
合
で
も
仕
事
に
復
帰
す

る
ま
で
の
期
間
が
短
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

傾
向
が
見
え
つ
つ
あ
る
。
こ
の
一
○
年
間
で

大
き
な
変
化
の
兆
し
が
表
れ
て
き
た
の
で
は

な
い
か
。

　

冒
頭
で
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
男
性
が
育

児
に
関
わ
る
家
庭
ほ
ど
女
性
の
継
続
就
業
率

が
高
く
、
第
二
子
以
降
の
出
産
意
欲
が
高
い

調
査
結
果
が
出
て
い
る
。今
回
の
改
正
育
児
・

介
護
休
業
法
で
は
男
性
の
育
児
参
加
を
大
き

な
柱
と
位
置
付
け
て
い
る
が
、
男
性
の
育
児

休
業
取
得
率
は
平
成
二
○
年
度
で
一
・
二
三

％
と
ま
だ
低
い
状
況
だ
。
育
児
休
業
を
利
用

し
た
い
と
考
え
る
男
性
の
割
合
は
一
○
年
前

の
調
査
で
は
一
割
弱
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
急

増
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
企
業
の
人
事

担
当
者
と
従
業
員
双
方
に
育
児
休
業
の
取
得

し
や
す
さ
を
聞
い
た
調
査
で
は
、
女
性
の
場

合
、
企
業
、
従
業
員
双
方
と
も
七
割
以
上
が

「
取
得
し
や
す
い
」
と
答
え
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
男
性
の
場
合
、
企
業
は
二
割
弱
、

従
業
員
に
い
た
っ
て
は
一
割
程
度
で
、
大
半

は
「
取
得
し
に
く
い
」
と
考
え
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
の
概
要

　

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
て
、改
正
育
児
・

介
護
休
業
法
を
六
月
三
○
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
短
時
間
勤
務
や
残
業
免
除
、
介
護

の
た
め
の
短
期
の
休
暇
の
付
与
と
い
っ
た
一

部
の
規
定
は
、
常
時
一
○
○
人
以
下
の
労
働

者
を
雇
用
す
る
事
業
主
に
つ
い
て
は
、
二
年

間
の
猶
予
期
間
を
設
け
、
平
成
二
四
年
七
月

一
日
か
ら
の
施
行
と
な
る
。

　

今
回
の
改
正
の
一
本
目

の
柱
が
「
子
育
て
期
間
中

の
働
き
方
の
見
直
し
」
と

い
う
こ
と
で
、
子
育
て
期

間
中
に
短
時
間
勤
務
や
残

業
な
し
で
働
き
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

従
来
、
選
択
的
な
措
置
義

務
だ
っ
た
短
時
間
勤
務
制

度
と
所
定
外
労
働
の
免
除

は
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
た
だ
し
、
短
時

間
勤
務
制
度
に
つ
い
て
は
、

業
務
の
性
質
な
ど
に
照
ら

し
て
導
入
が
難
し
い
と
こ

ろ
で
は
、
労
使
協
定
を
締

結
す
れ
ば
適
用
除
外
と
な

る
規
定
を
設
け
て
い
る
。

適
用
除
外
と
し
た
場
合
、

図
５
③
〜
⑦
の
代
替
措
置

資料出所：総務省統計局「労働力調査」（平成 11、16、21年）

図３　女性の配偶関係、年齢階級別労働力率
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15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～64 歳 65歳以上

未婚平成21年 未婚平成16年 未婚平成11年

有配偶平成21年 有配偶平成16年 有配偶者平成11年

15 19歳 20 24歳 25 29歳 30 34歳 35 39歳 40 44歳 45 49歳 50 54歳 55 64 歳 65歳以上

図４　末子の年齢別母親の労働力率の推移

資料出所：総務省「労働力調査詳細調査」
平成 14年～ 21年年平均
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図２　女性の労働力率（各国比較）

資料出所： 日本：総務省「労働力調査」、その他：ILO「LABORSTA」
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を
講
ず
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
子
の

看
護
休
暇
制
度
も
拡
充
し
、
お
子
さ
ん
の
数

が
二
人
以
上
で
あ
れ
ば
、
年
一
○
日
を
限
度

と
し
て
看
護
休
暇
を
付
与
す
る
こ
と
を
事
業

主
に
義
務
づ
け
た
。

　

二
本
目
の
柱
は
「
父
親
も
子
育
て
で
き
る

働
き
方
の
実
現
」
で
、
父
親
の
育
児
休
業
を

促
進
す
る
仕
組
み
を
設
け
た
。
そ
の
う
ち
の

一
つ
が
「
パ
パ
・
マ
マ
育
休
プ
ラ
ス
」。
こ

れ
は
母
親
だ
け
で
は
な
く
、
父
親
も
育
児
休

業
を
取
得
す
る
と
育
児
休
業
期
間
が
二
カ
月

間
延
び
る
と
い
う
も
の
。
ま
た
、
父
親
が
育

児
休
業
を
産
後
八
週
間
以
内
に
取
っ
た
場
合

の
育
児
休
業
は
別
カ
ウ
ン
ト
と
し
、
職
場
復

帰
後
に
も
う
一
度
育
児
休
業
を
取
れ
る
よ
う

に
し
た
。
こ
の
産
後
八
週
間
以
内
の
父
親
の

休
暇
を
「
パ
パ
の
産
休
」
と
呼
ぶ
人
も
い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン

で
は
、「
さ
ん
き
ゅ
ー
パ
パ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
、
こ
の
「
パ
パ
産
休
」
の
取
得
促
進

の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
専
業
主
婦
の
夫
で
も
育
児
休
業
の
対
象

外
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

　

三
本
目
の
柱「
仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援
」

で
は
、
従
来
か
ら
あ
る
九
三
日
ま
で
の
介
護

休
業
の
ほ
か
に
、
毎
年
使
え
る
介
護
休
暇
を

設
け
た
。
こ
の
休
暇
は
年
五
日
で
、
対
象
者

が
二
人
以
上
な
ら
一
○
日
付
与
さ
れ
る
。

　

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
に
つ
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。「
パ

パ
・
マ
マ
育
休
プ
ラ
ス
」
に
関
し
て
、
企
業

に
よ
っ
て
は
一
歳
六
カ
月
な
い
し
二
歳
ま
で

育
休
を
取
得
で
き
る
制
度
を
設
け
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
場
合
で

あ
っ
て
も
「
パ
パ
・
マ
マ
育
休
プ
ラ
ス
」
の

分
は
、
雇
用
保
険
制
度
の
育
児
休
業
給
付
の

対
象
と
な
る
。

　

所
定
労
働
時
間
の
短
縮
措
置
に
つ
い
て
、

「
短
時
間
勤
務
と
い
う
こ
と
は
、
従
業
員
を

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に
し
て
も
い
い
ん
で
す
よ

ね
」
と
質
問
す
る
事
業
主
が
い
て
、
非
常
に

驚
か
さ
れ
た
。
短
時
間
労
働
に
よ
り
、
減
っ

た
時
間
分
の
賃
金
を
減
ら
す
こ
と
は
差
し
支

え
な
い
が
、
そ
れ
以
上
の
不
利
益
取
り
扱
い

は
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
ご
留
意
い
た
だ

き
た
い
。

　

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
以
外
の
両
立
支

援
対
策
の
概
要
に
つ
い
て
も
簡
単
に
ご
説
明

す
る
（
図
６
）。
一
つ
目
は
「
法
律
に
基
づ

く
両
立
支
援
制
度
」の
整
備
。
二
つ
目
は「
両

立
支
援
制
度
を
利
用
し
や
す
い
職
場
環
境
づ

く
り
」
で
、
い
ろ
い
ろ
な
企
業
へ
の
支
援
や

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
と
く
に
次
世
代

育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ
く
行
動
計
画

に
つ
い
て
は
、
平
成
二
三
年
四
月
か
ら
従
業

員
が
一
○
一
人
以
上
い
る
企
業
で
義
務
化
さ

れ
る
。
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、
一
定
の
要

件
を
満
た
し
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受

け
た
企
業
が
使
用
を
許
さ
れ
る
「
く
る
み
ん

マ
ー
ク
」
に
つ
い
て
も
、
一
層
周
知
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　

重
要
な
こ
と
は
、
両
立
支
援
は
、
長
時
間

労
働
の
抑
制
や
年
休
取
得
促
進
と
い
っ
た
労

働
者
全
体
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

出出生 1歳歳 3歳歳 就就学

現現 行 改正後育児 育児

出生 1歳 3歳 就学

育児休業
１歳まで請求できる権利。保育所に入所できない等一
定の場合は１歳半まで延長可能 育児休業

１歳（両親ともに育児休業を取得した場合、１歳２か月）
まで請求できる権利。保育所に入所できない等一定の
場合は１歳半まで延長可能

パパ・ママ育休プラス出生 1歳 3歳 就学

勤務時間短縮等の措置
①勤務時間の短縮
②所定外労働の免除
③フレックスタイム
④始業 終業時刻の繰り上げ下げ

場合は１歳半まで延長可能

所定労働時間の短縮措置

所定外労働の免除

※適用除外あり

努力義務

事業主にいずれかの措置を講ずるこ
とを義務付け

④始業・終業時刻の繰り上げ下げ
⑤託児施設の設置運営
⑥⑤に準ずる便宜の供与
⑦育児休業に準ずる制度

措置
③フレックスタイム
④始業・終業時刻の繰り上げ下げ
⑤託児施設の設置運営
⑥⑤に準ずる便宜の供与

所定外労働の免除

努力義務

※のうち、業務の性質等
に照らして適用除外とな
る労働者については、③
～⑦までのいずれかの措

法定時間外労働 制限

とを義務付け

子の看護休暇（年５日まで） 子の看護休暇
（子１人につき年５日まで、年10日を上限）

⑥⑤に準ずる便宜の供与
⑦育児休業に準ずる措置

⑦
置を講ずることを義務付

け（子が３歳まで）

法定時間外労働の制限 （月24H、年150Hまで）

深夜業の免除

介護 介護

法定時間外労働の制限 （月24H、年150Hまで）

深夜業の免除

介護休業（対象家族１人につき93日まで）

勤務時間短縮等の措置（介護休業とあわせて93日まで）

介護 介護

介護休業（対象家族１人につき93日まで）

所定労働時間短縮等の措置（介護休業とあわせて93日まで）

介護休暇
（家族１人につき年５日まで、年10日を上限）

勤務時間短縮等の措置（介護休業とあわせて93日まで） 所定労働時間短縮等の措置（介護休業とあわせて93日まで）

図５　育児・介護休業法改正内容のイメージ図
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を
土
台
と
し
て
、
そ
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

女
性
が
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
社
会
に
向
け
た
課
題

　

今
後
の
政
策
課
題
と
し
て
、
い
く
つ
か
気

づ
い
た
点
を
申
し
上
げ
る
。
ま
ず
、
両
立
支

援
制
度
を
導
入
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
同
時

に
職
場
環
境
の
整
備
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
。
制
度
を
導
入
し
て
安
心

す
る
の
で
は
な
く
、
ト
ッ
プ
、
中
間
管
理
職

を
含
め
、
職
場
全
体
の
意
識
改
革
や
環
境
づ

く
り
を
行
う
こ
と
が
大
切
だ
。

　

両
立
支
援
制
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

最
近
、
企
業
間
で
格
差
が
出
て
き
て
い
る
よ

う
に
感
じ
て
い
る
。
先
進
的
な
企
業
は
、
取

り
組
み
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
、

効
果
を
実
感
し
た
上
で
、
さ
ら
に
進
ん
だ
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
方
で

育
児
休
業
規
程
す
ら
設
け
ら
れ
て
い
な
い
、

あ
る
い
は
規
程
は
あ
っ
て
も
実
態
上
利
用
で

き
な
い
と
い
っ
た
企
業
も
あ
る
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る
企
業
へ
の
指
導
や

支
援
を
効
果
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
も
今
後

の
課
題
だ
。

　

同
時
に
先
進
的
取
り
組
み
に
対
す
る
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
や
優
遇
策
の
検
討
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
現
在
設
け
ら
れ
て
い
る
各
種
助
成

金
制
度
や
く
る
み
ん
マ
ー
ク
を
周
知
す
る
と

と
も
に
、
今
年
度
か
ら
は
内
閣
府
と
厚
生
労

働
省
で
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
関
連

の
調
査
研
究
に
つ
い
て
発
注
を
行
う
場
合
、

女
性
の
登
用
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
企

業
に
は
入
札
時
に
加
点
し
て
評
価
す
る
と
い

う
取
り
組
み
も
始
め
た
。

　

女
性
が
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
男
性
の
子
育
て
参

加
促
進
が
鍵
で
あ
り
、
そ
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
育
児
休
業
の
取
得
促
進
が
重

要
で
あ
る
。
私
の
部
下
の
男
性
も
昨
年
、
一

カ
月
間
の
育
児
休
業
を
取
得
し
、「
そ
れ
ま
で

の
『
子
育
て
を
手
伝
っ
て
い
た
』
と
い
う
感

覚
が
な
く
な
っ
て
、
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
増
え
、
大
変
よ
か
っ
た
」
と

言
っ
て
い
る
。
彼
は
育
休
終
了
後
も
、
効
率

的
に
仕
事
を
片
付
け
て
、
忙
し
い
な
か
で
も

早
め
に
帰
宅
し
よ
う
と
努
め
る
よ
う
に
な
っ

た
と
思
う
。

　

さ
ら
に
、
今
後
は
育
児
に
加
え
て
、
介
護

へ
の
対
応
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
介
護
の

場
合
、
対
象
と
な
る
労
働
者
は
幅
広
く
、
企

業
に
と
っ
て
は
大
変
な
問
題
だ
。
育
児
中
の

女
性
向
け
の
施
策
の
み
を
展
開
し
た
の
で
は
、

従
業
員
の
間
に
不
公
平
感
が
生
じ
る
こ
と
も

あ
り
、
介
護
な
ど
人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
象

に
対
応
し
た
施
策
に
対
応
し
て
い
く
方
向
性

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

女
性
が
復
職
し
た
後
の
支
援
も
重
要
な
課

題
の
ひ
と
つ
だ
。
育
児
休
業
や
短
時
間
勤
務

を
選
択
す
る
方
が
増
え
る
と
、
そ
の
後
、
女

性
の
キ
ャ
リ
ア
育
成
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
か
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ゴ
ー
ル
は
①
希
望
す
る

す
べ
て
の
女
性
が
育
児
、
介
護
に
か
か
わ
ら

ず
、
就
業
継
続
で
き
る
こ
と
②
男
性
の
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
、
子
育
て
参
加
が

進
む
こ
と
③
親
の
視
点
だ
け
で
は
な
く
、
す

べ
て
の
子
ど
も
の
育
ち
を
大
切
に
す
る―

―

の
三
点
を
同
時
に
達
成
す
る
こ
と
だ
と
考
え

て
い
る
。

図６　仕事と家庭の両立支援対策の概要

両両立支援制度を利用しやすい両立支援制度を利用しやすい
職 境づく職 境づく

法律に基づく両立支援制度の整備法律に基づく両立支援制度の整備

長時間労働の抑制、年
次有給休暇の取得促進

職場環境づくり職場環境づくり

次世代法に基づく事業主の取組推進妊娠中・出産後の母性保護、母性健康
管理（労働基準法、男女雇用機会均等法）

その他その他

等全体のワーク・ライ
フ・バランスの推進

・仕事と家庭を両立しやすい環境の整備等に関する行
動計画の策定・公表・従業員への周知

（３０１人以上は義務、３００人以下は努力義務

※平成２３年４月から１０１人以上は義務）

・産前産後休業（産前６週、産後８週）、軽易な
業務への転換、時間外労働・深夜業の制限

・医師の指導等に基づき、通勤緩和、休憩、休業
等の措置を事業主に義務づけ

・一定の基準を満たした企業を認定（くるみんマー
ク）

助成金を通じた事業主への支援

等の措置を事業主に義務づけ

・妊娠・出産を理由とする解雇の禁止 等

育児休業等両立支援制度の整備（育児・介
護休業法）

男性の育児休業取得促
進等男性の子育てへの

関わりの促進

助成金を通じた事業主 の支援

・事業所内保育施設、短時間勤務制度など、両立
支援に取り組む事業主へ各種助成金を支給

護休業法）

・子が満１歳（両親ともに育児休業を取得した場
合、１歳２ヶ月＝“パパ・ママ育休プラス”※）まで
（保育所に入所できない場合等は最大１歳半ま
で）の育児休業

保育所待機児童の解
消・放課後児童クラブ

の充実

表彰等による事業主の意識醸成

・仕事と家庭のバランスに配慮した柔軟な働き方
ができる企業を表彰（均等・両立推進企業表彰）

で）の育児休業

・子が３歳に達するまでの短時間勤務制度、所定外
労働の免除※

・育児休業を取得したこと等を理由とする解雇その
他の不利益取扱いの禁止 等

子育て女性等の再就職
支援

（マザーズハローワー他の不利益取扱いの禁止 等

※平成21年７月１日公布の改正法により拡充。施行日は原則と
して平成22年６月30日。

（ ザ ズ ワ
ク事業）

希望する方すべてが子育て等をしながら安心して働くことができる社会の実現
女性の継続就業率 ３８％（平成１７年）→５５％（平成２９年）

男性の育児休業取得率 １．２３％（平成２０年）→１０％（平成２９年）
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研究報告

出
産
・
育
児
期
の
継
続
就
業
と
育
児
休
業

―

大
企
業
と
中
小
企
業
の
課
題

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
研
究
員　

池
田
心
豪

　

先
ほ
ど
定
塚
課
長
か
ら
も
話
が
あ
っ
た
と

お
り
、
女
性
の
継
続
就
業
は
出
産
・
育
児
期

に
と
り
わ
け
難
し
い
こ
と
か
ら
、
本
日
は
こ

の
点
に
関
す
る
研
究
成
果
を
報
告
す
る
。

　

一
九
九
二
年
の
育
児
休
業
法
施
行
か
ら
、

一
五
年
以
上
経
過
し
た
が
、
こ
の
間
、
法
改

正
も
あ
り
、
両
立
支
援
に
関
す
る
制
度
は
整

い
つ
つ
あ
る
。
近
年
は
、
能
力
あ
る
女
性
の

退
職
は
企
業
の
競
争
力
強
化
の
観
点
か
ら
み

て
デ
メ
リ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

だ
が
、
依
然
と
し
て
、
出
産
・
育
児
期
に

多
く
の
女
性
が
退
職
す
る
状
況
は
変
わ
っ
て

い
な
い
。

依
然
と
し
て
多
い
出
産
退
職

　

図
１
は
育
児
休
業
の
規
定
が
就
業
規
則
な

ど
あ
る
事
業
所
の
割
合
（
規
定
率
）
と
女
性

の
取
得
率
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
育
児
休

業
法
施
行
の
翌
年
の
一
九
九
三
年
か
ら
二
〇

○
五
年
ま
で
規
定
率
、
取
得
率
と
も
上
昇
し

て
い
る
。

　

図
２
は
日
本
全
国
の
専
業
主
婦
世
帯
数
と

共
働
き
世
帯
数
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
赤

い
線
が
専
業
主
婦
世
帯
で
、
青
い
線
が
共
働

き
世
帯
。
昭
和
五
五
年
頃
は
専
業
主
婦
世
帯

の
方
が
多
か
っ
た
が
、
現
在
は
共
働
き
世
帯

と
の
関
係
が
逆
転
し
、
共
働
き
世
帯
は
増
え

続
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
グ
ラ
フ
を
み
る
と

「
女
性
の
継
続
就
業
は
増
え
て
い
る
は
ず
だ
」

と
思
い
が
ち
だ
が
、
実
態
は
異
な
る
。

　

図
３
は
第
一
子
出
産
の
一
年
前
、
出
産
時

点
、
出
産
一
年
後
、
出
産
二
年
後
に
雇
用
就

業
し
て
い
た
女
性
の
割
合
を
コ
ー
ホ
ー
ト
別

に
示
し
て
い
る
。「
団
塊
世
代
」
よ
り
少
し

下
の
一
九
五
○
年
〜
五
五
年
生
と
一
九
五
六

〜
六
○
年
生
の
二
コ
ー
ホ
ー
ト
は
均
等
法
が

施
行
さ
れ
る
前
に
労
働
市
場
に
入
り
、
ま
だ

育
児
休
業
法
も
な
い
時
代
に
第
一
子
を
産
ん

だ
世
代
で
あ
る
。
最
も
若
い
一
九
七
一
年
〜

七
五
年
生
は
「
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
」
に
当

た
る
が
、
こ
の
コ
ー
ホ
ー
ト
は
、
す
で
に
均

等
法
が
施
行
さ
れ
、
育
児
休
業
法
も
あ
り
、

さ
ら
に
は
少
子
化
対
策
の
も
と
で
保
育
サ
ー

ビ
ス
な
ど
も
拡
充

さ
れ
て
き
た
、
そ

う
し
た
時
代
に
第

一
子
出
産
を
迎
え

た
世
代
で
あ
る
。

若
い
コ
ー
ホ
ー
ト

は
、
出
産
一
年
前

の
時
点
で
は
、
高

い
雇
用
就
業
率
を

示
し
て
い
る
が
、

出
産
一
年
前
か
ら

出
産
時
点
ま
で
の

一
年
間
で
そ
の
割

合
は
大
き
く
低
下

す
る
。
そ
の
結
果
、

出
産
時
点
の
雇
用

就
業
率
は
古
い
世

代
と
ほ
と
ん
ど
差

が
な
い
。
若
い
世

代
も
多
く
の
女
性

図１　育児休業の規定率と女性の取得率
（30人以上の事業所・1993－2005年）

資料出所：「女性雇用管理基本調査」（厚生労働省）
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図２　共働き世帯数の推移

資料出所： 昭和 55年から平成13年は総務省「労働力調査特別調査」（各年 2月。
ただし，昭和 55年から57年は各年３月），平成14年以降は「労働
力調査（詳細集計）」（年平均）。「平成20年版男女共同参画白書」（内閣
府）78頁より引用

図３　第1子出産前後の雇用就業率
（出産女性・コーホート別）

資料出所：「仕事と生活調査」（JILPT 2005 年）
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が
出
産
・
育
児
期
に
退
職
し
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

大
企
業
と
中
小
企
業
の
課
題

　

た
だ
、
ど
う
い
っ
た
状
況
で
退
職
し
て
い

る
か
を
分
析
す
る
と
、
大
企
業
と
中
小
企
業

で
状
況
が
異
な
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
中
小
企
業
で
は
、
依
然
と
し
て
育

児
休
業
の
取
得
が
難
し
い
。
そ
の
背
景
と
し

て
、
育
児
休
業
制
度
が
ま
だ
な
い
企
業
や
、

あ
る
い
は
毎
年
女
性
が
出
産
し
た
り
、
若
い

女
性
従
業
員
が
毎
年
入
社
し
た
り
す
る
こ
と

が
な
い
こ
と
か
ら
職
場
に
育
児
休
業
取
得
の

前
例
が
な
い
企
業
が
中
小
企
業
に
は
多
い
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

一
方
、
大
企
業
の
場
合
、
育
児
休
業
の
取

得
者
は
増
え
て
い
る
。
し
か
し
、
育
児
休
業

の
取
得
者
が
増
え
て
も
継
続
就
業
は
増
え
て

い
な
い
。
後
ほ
ど
詳
し
く
説
明
す
る
が
、
職

場
で
育
児
休
業
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
て
も
、

休
業
の
前
後
で
仕
事
と
家
庭
の
両
立
が
難
し

い
と
い
っ
た
よ
う
に
、
育
児
休
業
と
は
別
の

要
因
で
両
立
が
難
し
い
こ
と
か
ら
退
職
し
て

い
る
こ
と
が
分
析
結
果
か
ら
う
か
が
え
る
。

　

図
４
は
、
育
児
休
業
制
度
の
規
定
率
を
一

九
九
九
年
と
二
○
○
七
年
で
企
業
規
模
別
に

比
較
し
て
い
る
。
育
児
休
業
法
の
施
行
か
ら

七
年
後
の
九
九
年
に
は
、
三
〇
〇
人
以
上
の

大
企
業
の
ほ
と
ん
ど
が
育
児
休
業
制
度
を
導

入
し
て
い
た
。
一
方
、
企
業
規
模
二
九
九
人

以
下
の
中
小
企
業
は
、
相
対
的
に
規
定
率
が

低
か
っ
た
。
し
か
し
、
二
○
○
七
年
で
は
、

一
○
○
〜
二
九
九
人
と
三
○
〜
九
九
人
の
企

業
規
模
で
も
規
定
率
は
上
昇
し
て
お
り
、
中

小
企
業
で
も
徐
々
に
育
児
休
業
制
度
を
導
入

す
る
企
業
は
増
え
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
た
だ
し
、
三
○
人
未
満
の
企
業
で
は
ま

だ
規
定
率
が
三
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
育
児
休
業
の
規
定
率
に
は
、

企
業
規
模
ご
と
に
差
が
あ
り
、
中
小
企
業
で

は
育
児
休
業
制
度
が
な
い
こ
と
が
継
続
就
業

を
困
難
に
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

　

図
５
は
、
妊
娠
・
出
産
期
の
退
職
者
と
育

児
休
業
取
得
者
の
割
合
を
企
業
規
模
別
に
示

し
て
い
る
。
白
い
帯
は
育
児
休
業
を
取
得
し

て
仕
事
を
続
け
た
女
性
の
割
合
、
黄
色
い
帯

は
育
児
休
業
を
取
ら
ず
に
継
続
就
業
し
た
女

性
の
割
合
、
赤
い
帯
は
育
児
休
業
を
取
得
せ

ず
に
退
職
し
た
女
性
の
割
合
で
あ
る
。
企
業

規
模
三
○
人
未
満
で
は
育
児
休
業
を
取
得
し

て
継
続
就
業
し
た
割
合
は
五
・
四
％
と
非
常

に
低
い
。
一
方
、
育
児
休
業
を
取
得
せ
ず
に

退
職
し
た
割
合
は
五
一
・
四
％
と
高
い
。
同

じ
傾
向
は
三
○
〜
九
九
人
規
模
の
企
業
で
も

見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
一
○

○
人
未
満
の
企
業
で
は
、
育

児
休
業
取
得
が
ま
だ
浸
透
し

て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
多
く

の
女
性
が
妊
娠
・
出
産
期
に

退
職
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

一
方
、
三
○
○
人
以
上
の

大
企
業
で
は
、
育
児
休
業
を

取
得
し
て
継
続
就
業
し
た
女

性
の
割
合
は
高
い
。
し
か
し
、

問
題
は
育
児
休
業
を
取
得
せ

ず
に
継
続
就
業
し
た
女
性
の

割
合
が
、
一
○
○
〜
二
九
九

人
規
模
の
企
業
に
比
べ
て
低

い
こ
と
だ
。
そ
の
結
果
と
し

て
、
退
職
の
割
合
は
一
○
○

〜
二
九
九
人
規
模
よ
り
、
高

く
な
っ
て
い
る
。
大
企
業
で

は
、
休
業
を
取
っ
て
い
る
女

性
は
継
続
就
業
で
き
て
い
る

が
、
休
業
を
取
ら
な
か
っ
た
女
性
は
辞
め
る

割
合
が
高
い
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
継
続
就

業
が
増
え
て
い
な
い
と
い
う
状
況
に
な
っ
て

い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
大
企
業
と
中
小
企
業
で
は

課
題
が
異
な
る
こ
と
を
理
解
い
た
だ
け
た
か

と
思
う
。
中
小
企
業
で
は
育
児
休
業
取
得
の

難
し
さ
が
継
続
就
業
を
難
し
く
し
て
い
る
と

い
え
る
。
一
方
、
大
企
業
で
は
育
児
休
業
取

得
者
は
増
え
て
い
る
が
、
継
続
就
業
は
増
え

て
い
な
い
。
今
日
の
日
本
社
会
が
直
面
し
て

い
る
休
業
取
得
者
が
増
え
て
も
継
続
就
業
が

増
え
な
い
と
い
う
問
題
は
、
主
に
大
企
業
で

顕
著
に
表
れ
て
い
る
。

中
小
企
業
と
両
立
支
援
の
制
度
化

　

中
小
企
業
に
つ
い
て
は
「
個
々
の
従
業
員

か
ら
申
し
出
が
あ
れ
ば
柔
軟
に
対
応
し
て
い

る
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
制
度
を
設
け
な
く
て
も

図４　企業規模別育児休業制度の規定率
ー1999年と2007年の比較ー

資料出所：1999 年：「平成 11年度女性雇用管理基本調査」（労働省）
　　　　　 2007 年：「有期契約労働者の育児休業等の利用状況に関する調査」

（JILPT） 

0 20 40 60 80 100 (%)
999.3

99.6 
1000人以上

(%)

94.5

99.6

94 6
300-999人

74.2

94.6 

87 8
100-299人

52.8

87.8 

79 1
30-99人

1999年

26.3

79.1 

33 4
30人未満

1999年

2007年

33.4 
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　　　　育児休業取得者の割合（1961－75年生）
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支
援
が
で
き
て
い
る
」
と
い
う
主
張
を
し
ば

し
ば
耳
に
す
る
。
し
か
し
、
今
年
我
々
が
行

っ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
は
「
中
小
企
業
で

も
制
度
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
指

摘
が
企
業
・
労
働
者
双
方
か
ら
さ
れ
て
い
た
。

労
働
者
に
と
っ
て
は
制
度
が
な
い
と
継
続
就

業
の
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
。

企
業
に
と
っ
て
も
、
制
度
的
な
枠
組
み
が
な

い
状
態
で
女
性
従
業
員
か
ら
休
業
の
申
し
出

が
あ
っ
た
場
合
、
相
手
の
い
い
な
り
に
な
っ

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

労
務
管
理
の
負
担
を
増
減
す
る
意
味
で
も
き

ち
ん
と
制
度
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
え

る
。

両
立
の
実
態
に
沿
っ
た
支
援
を

　

一
方
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
に
よ
る
と
大
企

業
で
は
、
法
定
を
上
回
る
育
児
休
業
制
度
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
果
的
に
退
職
し

た
と
い
う
女
性
も
い
た
。
こ
の
女
性
が
働
い

て
い
た
企
業
は
子
ど
も
が
三
歳
に
な
る
ま
で
、

育
児
休
業
を
取
る
こ
と
が
で
き
、
育
児
休
業

を
取
得
し
に
く
い
と
い
う
雰
囲
気
も
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
職
場
が
交
代
制
勤
務
で
、
勤

務
す
る
時
間
帯
が
保
育
時
間
に
対
応
し
て
い

な
か
っ
た
。
結
果
的
に
彼
女
の
職
場
に
は
結

婚
や
出
産
を
機
に
退
職
す
る
女
性
が
多
く
、

彼
女
自
身
も
育
児
休
業
を
取
得
し
た
が
、
休

業
中
に
別
の
就
職
口
が
見
つ
か
っ
た
の
で
、

退
職
し
た
。
個
別
の
両
立
支
援
制
度
が
整
備

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
て
も
、
仕
事
と
育
児
の
両
立
困
難
に
直
面

す
る
女
性
の
実
態
に
沿
っ
て
い
な
け
れ
ば
、

女
性
は
辞
め
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
を

示
唆
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

企
業
が
女
性
に
継
続
就
業
を
期
待
す
る
の

は
、
戦
力
と
し
て
女
性
を
活
用
し
た
い
と
い

う
理
由
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
均
等
法
施
行

後
、
女
性
の
職
域
が
拡
大
し
、
活
躍
の
場
は

広
が
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
企
業
が
一
方

的
に
女
性
に
期
待
す
る
だ
け
で
は
、
逆
効
果

に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
あ
る
女
性
は
、
残

業
や
出
張
の
多
い
仕
事
で
も
、
出
産
前
は
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
た
。
だ
が
、
子
ど
も
が

で
き
た
ら
、
そ
の
よ
う
な
働
き
方
は
で
き
な

い
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
復
職
後
に
職
場

の
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
出
産
前
と

同
じ
よ
う
な
働
き
方
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、「
こ
れ
以
上
は
続
け
ら
れ
な
い
」
と
退
職

し
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
あ
る
企
業
で
は
、

女
性
に
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
い
う
方
針
で
、

均
等
施
策
を
推
進
し
て
き
た
が
、
一
部
の
女

性
に
「
こ
れ
は
男
性
と
張
り
合
う
人
の
た
め

の
取
り
組
み
だ
ろ
う
」「
自
分
た
ち
に
は
関
係

な
い
」
と
い
う
印
象
を
持
た
れ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
。
企
業
と
し
て
、
多
く
の
女
性
に
活

躍
を
期
待
す
る
の
で
は
あ
れ
ば
、
当
の
女
性

が
ど
の
よ
う
な
働
き
方
を
望
ん
で
い
る
の
か

を
踏
ま
え
て
、
長
く
働
け
る
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
が
重
要
だ
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性

　

現
在
、
両
立
支
援
に
つ
い
て
も
、
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
、
様
々
な
情

報
が
流
れ
て
お
り
、
政
策
メ
ニ
ュ
ー
も
た
く

さ
ん
あ
る
。
だ
が
、
ど
う
い
う
施
策
が
自
分

の
職
場
、
個
々
の
従
業
員
に
あ
っ
て
い
る
か
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
共
有
し

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
。

　

た
と
え
ば
、
あ
る
不
動
産
業
の
企
業
は
、

法
定
を
上
回
る
両
立
支
援
制
度
を
つ
く
っ
て

お
り
、
外
見
的
に
は
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
レ
ン

ド
リ
ー
企
業
」
だ
っ
た
。
し
か
し
、
次
世
代

法
の
施
行
を
機
に
、
労
働
組
合
の
要
求
で
一

般
の
女
性
従
業
員
を
メ
ン
バ
ー
に
入
れ
た
専

門
委
員
会
を
開
い
た
ら
、
人
事
担
当
者
が
想

定
し
て
い
な
か
っ
た
意
見
が
女
性
従
業
員
か

ら
出
さ
れ
た
。
制
度
を
利
用
し
に
く
い
と
い

う
意
見
が
出
た
の
だ
。
そ
の
意
見
を
踏
ま
え

て
、
両
立
支
援
の
あ
り
方
を
一
か
ら
見
直
し

た
結
果
、
一
般
事
業
主
行
動
計
画
期
間
中
に

出
産
を
理
由
に
退
職
し
た
女
性
が
ゼ
ロ
に
な

っ
た
。

　

ま
た
、
企
業
か
ら
の
働
き
か
け
だ
け
で
は
、

従
業
員
の
多
様
な
課
題
に
対
応
仕
切
れ
な
い

部
分
も
あ
る
。
そ
う
し
た
と
き
に
先
輩
や
経

験
者
が
お
手
本
と
な
っ
た
り
、
相
談
相
手
に

な
っ
た
り
し
て
、
従
業
員
同
士
が
協
力
し
あ

う
雰
囲
気
を
つ
く
る
こ
と
で
、
互
い
に
継
続

就
業
意
欲
を
高
め
合
う
こ
と
も
重
要
だ
。

両
立
支
援
の
課
題

　

我
々
の
調
査
結
果
か
ら
見
え
て
き
た
、
出

産
・
育
児
期
の
継
続
就
業
を
可
能
と
す
る
た

め
の
課
題
は
大
き
く
分
け
る
と
二
つ
あ
る
。

　

一
つ
目
は
妊
娠
・
出
産
か
ら
復
職
後
の
働

き
方
ま
で
ト
ー
タ
ル
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
両
立

支
援
の
整
備
で
あ
る
。
中
小
企
業
で
は
、
従

業
員
ご
と
に
柔
軟
に
対
応
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
そ
れ
を
制
度
化
し
、
安
定
し
て
両
立
支

援
が
で
き
る
体
制
を
職
場
に
つ
く
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
二
十
一
世
紀

職
業
財
団
や
各
都
道
府
県
の
窓
口
な
ど
、
両

立
支
援
制
度
を
導
入
す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
提
供
し
て
く
れ
る
外
部
の
支
援
を
活
用
す

る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。
育
児
休
業

制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
る
大
企
業
で
は
、
個

別
制
度
の
拡
充
と
利
用
に
終
始
せ
ず
、
各
制

度
が
継
続
就
業
で
き
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い

る
か
を
見
極
め
、
制
度
を
利
用
し
や
す
い
環

境
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

　

二
つ
目
は
、
女
性
が
働
き
続
け
た
い
と
思

え
る
よ
う
な
職
場
づ
く
り
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
女
性
の
活
躍
を
推
進
し
、
均
等
待
遇
を

進
め
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
重
要
な
こ

と
で
あ
る
。
だ
が
、
企
業
の
都
合
で
一
方
的

に
女
性
に
期
待
す
る
の
で
は
な
く
、
当
事
者

で
あ
る
女
性
従
業
員
の
意
見
や
要
望
を
し
っ

か
り
と
踏
ま
え
た
雇
用
管
理
を
行
う
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
企
業
側
か
ら
把
握
し
づ
ら
い

課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
両
立
の
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
や
メ
ン
タ
ー
を
職
場
に
つ
く
り
、
従

業
員
同
士
が
継
続
就
業
意
欲
を
高
め
あ
う
関

係
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。


